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神戸市民病院機構における医療事故 
 

神戸市民病院機構における医療事故の公表に関する指針に該当する事案（医療側に過

失が認められるレベルＡ以上の事案等）は以下のとおりです。 

なお，公表に当たっては患者さん及びご家族が特定・識別されないよう，個人情報の

保護に最大限の配慮を行いつつ，事案の内容について一定の範囲で公表を行っています。 

 

 神戸市民病院機構における医療事故の公表に関する指針はこちらをご覧ください。 

 

レベル Ｈ28.7～9 月の件数 Ｈ28.10～12月の件数 

Ａ １ ０ 

Ｂ ０ ０ 

Ｃ ０ ０ 

 

レ
ベ
ル 

① 事故の概要 ② 今後の対策 

Ａ ⅰ．発生年月 

平成 28年 9月 

 

ⅱ．発生場所 

神戸市立 

医療センター 

中央市民病院 

ⅲ．発生状況と経緯 

患者(兵庫県内在住, 男性(30 歳

代)）に対し顕微鏡下の脳血管手術

を行った際に，使用したラバーシー

ト※１（大きさ 1.3 ㎝×0.5 ㎝）を見

失った。術後ＣＴにて、開頭部から

離れた側頭葉に遺残していること

が判明した。 

ⅳ．対応・処置 

当日に手術を行い摘出した。経過

は良好で，同月に退院となった。 

このサイズのラバ

ーシートは，出来る

限り使用しないこと

とする。手術の状況

でどうしても必要な

場合は，両端に糸を

縫い付けて使用する

こととした。 

※１ 緑色のシリコン製で，吻合する血管の下に敷き込み，視認性を良くする。 

http://www.kcho.jp/publish/anzen/pdf/271116shishin.pdf

